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学
習
や
読
書
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。（
注
）

中
学
生
の
読
書
離
れ
の
原
因
の
一
つ
は
、
教
室
に
お
け
る
国
語

科
の
学
習
（
こ
こ
で
は
小
説
の
読
み
方
・
学
び
方
）
が
生
徒
を
取

り
巻
く
〈
生
な
現
実
〉
や
〈
生
徒
の
抱
え
る
不
定
形
の
課
題
意
識
〉

と
遊
離
し
、
結
果
的
に
教
室
で
の
学
習
と
教
室
以
外
で
の
読
書
活

動
が
う
ま
く
リ
ン
ク
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

小
中
学
校
で
指
導
し
て
い
る
の
に
、
生
徒
の
側
で
豊
か
な
読
書
活

動
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
主
人
公
の
気
持
ち
の
変
化
を
た
ど
り
「
主
題
」
を
ま
と

め
る
と
か
、「
作
者
の
意
図
」
と
い
う
一
つ
の
テ
ー
マ
に
迫
る
こ

と
で
終
始
す
る
、
い
わ
ゆ
る
主
題
追
究
型
の
初
歩
的
な
授
業
方
法

の
み
で
は
、
生
徒
た
ち
に
「
読
書
の
楽
し
さ
」「
個
々
の
感
じ
方

や
意
見
を
生
か
す
読
書
の
豊
か
さ
」
な
ど
の
読
書
技
術
を
十
分
保

証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
話
や
創
作
童
話
・
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
・
近
現
代
小
説
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
作
品
固
有
の
特
質
が
十
分
に

踏
ま
え
ら
れ
た
上
で
の
焦
点
化
し
た
学
習
に
な
っ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
も
、
今
日
的
な
読
書
技
術
が
育
た
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
で

も
あ
る
。

こ
の
作
品
を
〈
信
実
と
友
情
〉
と
い
う
一
つ
の
テ
ー
マ
に
集
約

情
報
伝
達
の
速
度
や
量
・
範
囲
が
ど
ん
な
に
拡
大
し
て
も
、
文

学
作
品
を
含
め
私
た
ち
が
文
字
や
映
像
と
い
う
「
情
報
」
を
一
つ

一
つ
理
解
・
判
断
し
、
自
分
の
生
き
方
と
結
び
付
け
て
解
釈
す
る

ス
ピ
ー
ド
は
変
わ
ら
な
い
。

「
読
書
」
の
技
術
は
、
現
代
の
多
面
的
な
「
情
報
」
を
読
み
解

く
の
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
膨
大
な
メ
デ
ィ
ア
情
報
に
取
り
巻
か

れ
て
い
る
現
代
の
中
学
生
に
こ
そ
必
要
な
、
国
語
科
の
今
日
的
な

学
習
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ア
ニ
メ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
情
報
を

読
み
解
く
場
合
で
も
、
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、
心
理
や
自
然

描
写
、
作
品
構
成
、
人
物
像
の
変
化
と
そ
の
解
釈
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
批
評
性
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
国
語
科
に
お
け
る
文
学
教
材
で
の

す
る
こ
と
で
終
え
る
学
習
は
、
小
説
の
「
学
び
方
」「
読
書
技
術
」

の
指
導
と
評
価
の
両
面
か
ら
み
て
も
貧
し
い
方
法
で
あ
る
。

以
下
、
生
徒
一
人
一
人
の
読
み
方
を
生
か
す
た
め
の
指
導
ス
テ

ッ
プ
と
留
意
点
に
つ
い
て
、
要
点
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（1）
す
ら
す
ら
と
意
味
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
音
読（
範
読→

指
名
）

音
読
は
「
正
確
な
内
容
理
解
」
の
基
礎
。
人
物
・
場
所
（
舞

台
）・
時
代
、
語
り
手
（
表
現
の
視
点
）、
場
面
の
意
味
や
役
割
な
ど

に
触
れ
な
が
ら
「
範
読
」
す
る
と
効
果
的
で
時
間
も
か
か
ら
な
い
。

（2）
作
品
全
体
の
枠
組
み
・
設
定
な
ど
「
表
現
の
事
実
」
の
確
認

あ
ら
す
じ
（
ス
ト
ー
リ
ー
）、
状
況
設
定
（
中
心
人
物
と
対
比

的
人
物
群
・
語
り
手
の
視
点
・
時
代
背
景
な
ど
）、
場
面
構
成
、

人
物
像
の
変
化
（
中
心
人
物
の
変
化
と
対
比
的
人
物
の
役
割
）
な

ど
を
確
認
す
る
。
Ｂ
４
×
一
〜
二
枚
の
学
習
シ
ー
ト
が
効
果
的
。

「
表
現
の
事
実
」
の
確
認
を
教
師
主
導
で
シ
ン
プ
ル
に
、
論
理

的
に
行
う
こ
と
が
コ
ツ
で
、
各
人
物
の
気
持
ち
な
ど
を
く
ど
く
問

わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
作
品
の
構
造
に
つ

い
て
正
確
に
（
全
員
に
こ
れ
だ
け
は
の
部
分
を
）
把
握
さ
せ
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
、
生
徒
の
疑
問
や
意
見
は
尊
重
し
な
が
ら
メ
モ

な
ど
を
さ
せ
、
（3）
の
段
階
で
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
を
指
示
す
る
。

（3）
自
由
に
意
見
を
持
た
せ
、
先
生
が
司
会
し
感
想
を
交
流
す
る

こ
れ
は
生
徒
の
関
心
の
実
態
と
課
題
意
識
を
把
握
し
、
豊
か
な

読
書
技
術
と
発
信
・
交
流
に
つ
な
げ
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ

る
。
こ
の
段
階
の
生
徒
の
感
想
に
は
、
個
性
的
な
関
心
の
表
現
や

表
面
的
な
理
解
か
ら
の
誤
読
も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
。

例
え
ば
、「
正
確
に
」
人
物
関
係
や
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
を
理
解

し
な
い
ま
ま
で
の
感
想
／
作
品
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
特
質
で
あ
る

心
理
描
写
や
語
り
の
技
術
の
効
果
な
ど
を
理
解
し
て
い
な
い
／
中

心
人
物
メ
ロ
ス
の
み
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
（
対
比
的
人
物
で
あ

る
暴
君
デ
ィ
オ
ニ
ス
や
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
な
ど
の
役
割
と
意
味

に
気
づ
か
な
い
か
、
軽
視
し
て
い
る
）
／
テ
ー
マ
を
理
解
し
た
つ

も
り
で
退
屈
し
、
作
品
や
作
家
を
批
判
す
る
／
時
代
背
景
や
歴
史

的
な
こ
と
へ
の
感
想
を
持
つ
（
歴
史
や
社
会
的
事
件
に
関
心
の
あ

る
生
徒
の
場
合
）
／
既
習
の
小
説
と
の
類
似
点
や
他
の
太
宰
の
作

品
と
の
関
係
を
比
べ
て
意
見
を
述
べ
る
…
な
ど
で
あ
る
。

（4）
小
説
の
「
学
び
方
」
の
ポ
イ
ン
ト
や
観
点
を
シ
ン
プ
ル
に
指
導

（3）
で
の
生
徒
の
混
乱
の
実
態
や
個
性
的
な
「
読
み
」
の
可
能
性

を
踏
ま
え
、
小
説
の
「
学
び
方
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
・
二
時
間
く

ら
い
使
っ
て
気
づ
か
せ
る
と
効
果
的
で
あ
り
、
ど
こ
を
ど
う
解
釈

す
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
読
書
技
術
の
指
導
と
も
な
る
。

例
え
ば
、
メ
ロ
ス
の
変
化
（
単
純
な
男→

よ
り
人
間
的
な
人
物
）

と
暴
君
デ
ィ
オ
ニ
ス
の
変
化(

人
間
不
信→

人
間
信
頼
？)

を
対
比

さ
せ
て
表
に
ま
と
め
る(

人
物
像
の
変
化
と
対
比
的
人
物
の
役
割

の
読
み
方)

。
ま
た
、
メ
ロ
ス
が
苦
悩
し
葛
藤
す
る
過
程(

心
理
描

写
の
読
み
方)

は
平
凡
だ
が
、
誰
に
も
訪
れ
る
人
生
の
試
練
や
障

害
と
ど
う
戦
う
か
、
本
当
の
意
味
で
最
も
恐
ろ
し
い
敵
は
何
か
な

ど
を
考
え
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。
選
ば
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

一
人
一
人
の
読
み
を
大
事
に
す
る

「
読
書
技
術
」
と
評
価

特
集
―
読
書
の
楽
し
み

―
小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
を
例
に
―

愛
知
教
育
大
学
助
教
授

佐さ

藤と
う

洋
一

よ
う
い
ち
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（
事
件
）
の
数
と
内
容
・
表
現
技
術
の
特
徴
を
整
理
、
確
認
し
な

が
ら
、
自
分
の
経
験
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
読
ま
せ
る
な
ど
、

二
・
三
点
を
焦
点
化
し
て
指
導
す
る
の
で
あ
る
。

（5）
「
意
見
や
考
え
」
を
持
ち
、
ま
と
め
る
観
点
の
指
導
・
支
援

読
書
の
楽
し
さ
と
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
を
教

室
で
の
学
習
と
の
〈
双
方
向
性
〉
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
①
読

む
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
、
②
小
説
の
「
学
び
方
・

読
み
方
」
の
基
礎
・
基
本
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
、
③
自
分
の
意
見

や
感
想
を
持
て
る
こ
と
（
論
理
的
な
文
章
化
）、
④
発
信
・
交
流

に
よ
る
学
び
合
い
、
の
四
点
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

特
に
③
④
の
部
分
で
の
、
生
徒
一
人
一
人
の
意
見
や
感
想
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
発
信
・
交
流
で
き

る
言
語
技
術
（
書
く
・
話
す
・
聞
く
）
の
指
導
が
国
語
科
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
断
片
的
だ
っ

た
意
見
や
感
想
が
論
理
的
に
整
理
さ
れ
、
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ

る
（
自
己
発
見
と
情
報
の
再
構
成
）。
ま
た
、
発
表
と
交
流
に
よ
っ

て
友
達
の
多
様
な
視
点
や
考
え
方
に
気
づ
き
、
考
え
を
よ
り
深
め

る
契
機
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
多
面
的
な
見
方
と
新
た
な
発
見
）。

こ
の
時
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
ど
う
い
う
角
度
か
ら
整
理
す

る
と
よ
い
か
、
（3）
（4）
の
学
習
ス
テ
ッ
プ
で
の
生
徒
の
関
心
や
意
見

を
踏
ま
え
、
そ
の
観
点
に
つ
い
て
例
示
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
。

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
場
合
、
次
の
①
〜
⑧
の
よ
う
な
観
点
が
有

効
で
あ
る
。
こ
う
し
た
指
導
は
小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
作
品
と

し
て
の
特
質
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
一
つ
の
情
報
モ
デ
ル
」
と
し
て

一
人
一
人
の
立
場
か
ら
豊
か
に
読
み
、
語
ら
せ
る
観
点
で
あ
る
。

①
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は
何
を
語
っ
た
小
説
か
、
自
分
な
り
の
分

析
と
批
評
。
②
お
も
し
ろ
い
、
個
性
的
だ
と
思
っ
た
表
現
技
術

（
語
り
・
心
理
描
写
・
事
件
の
構
成
な
ど
）
を
抜
き
出
し
意
見
を

述
べ
る
。
③
各
登
場
人
物
の
中
か
ら
一
人
を
選
び
考
え
を
述
べ
る
。

メ
ロ
ス
に
限
定
せ
ず
暴
君
・
聴
衆
た
ち
・
山
賊
た
ち
な
ど
を
選
ば

せ
る
と
交
流
が
豊
か
に
な
る
。
④
揺
れ
動
く
心
理
と
人
間
性
の
葛

藤
を
、
時
代
背
景
と
生
き
方
と
の
関
連
か
ら
述
べ
る
。
現
代
だ
っ

た
ら
ど
の
よ
う
な
状
況
と
障
害
が
あ
る
か
な
ど
。
⑤
揺
れ
動
く
心

理
と
葛
藤
に
つ
い
て
自
分
の
経
験
を
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド(

事

件)

を
交
え
て
語
る
（
作
品
の
心
理
描
写
の
生
か
し
方
と
情
報
の

再
構
成
）。
⑥
他
の
作
品
と
の
読
み
比
べ
を
し
た
意
見
を
ま
と
め

る
。
こ
れ
は
二
通
り
あ
っ
て
、
一
つ
は
太
宰
治
の
同
時
期
の
短
編

を
二
編
ほ
ど
読
み
比
べ
る
も
の
、
二
つ
目
は
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
と

同
じ
枠
組
み
を
持
つ
他
の
「
成
長
物
語
（
教
養
小
説
）」
な
ど
と

比
べ
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
⑦
困
難
と
向
き
合
い
葛
藤
や
苦
悩

し
な
が
ら
乗
り
越
え
る
（
挫
折
す
る
）
小
説
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
を
紹
介
す
る
。
⑧
そ
の
他
、
自
分
が
考
え
た
観
点
や
テ
ー

マ
か
ら
自
由
に
具
体
例
を
集
め
、
ま
と
め
る
…
な
ど
で
あ
る
。

（6）
六
〇
〇
〜
八
〇
〇
字
程
度
に
ま
と
め
さ
せ
、
発
表
交
流
し
合
う

文
章
に
ま
と
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
小
説
の
「
学
び
方
」
と
経
験

の
再
構
成
と
論
理
化
が
で
き
る
。
字
数
は
多
く
と
も
六
〇
〇
〜
八

〇
〇
字
程
度
と
し
簡
潔
に
ま
と
め
さ
せ
る
こ
と
が
「
基
礎
・
基
本

の
読
書
技
術
と
発
信
・
評
価
」
と
し
て
、
生
徒
に
対
す
る
負
担
も

少
な
く
効
果
的
で
あ
る
。

内
容
構
成
の
基
本
は
、
三
段
階
の
「
論
理
的
な
報
告
」
の
形
式

と
す
る
。「
は
じ
め
／
問
題
提
起
・
立
場
と
方
法
」「
な
か
／
具
体

的
な
内
容
や
引
用
・
分
析
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
な
ど
」「
ま
と

め
／
考
察
と
意
見
」。
こ
の
基
本
の
構
成
が
身
に
つ
い
た
ら
、
こ

れ
を
応
用
し
た
ク
イ
ズ
形
式
や
資
料
（
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
な
ど
）

を
活
用
し
た
楽
し
い
発
信
・
交
流
学
習
を
奨
励
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
読
書
（
指
導
・
評
価
）
と
い
う
と
、
一
つ
は
主
人

公
の
生
き
方
や
感
じ
方
に
共
感
・
感
動
し
な
が
ら
自
分
の
「
生
き

方
」
を
学
ぶ
と
い
う
形
が
多
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
同
じ
作
家
の

作
品
や
類
似
し
た
他
作
品
を
多
読
し
、
主
人
公
と
作
家
の
生
き
方

に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
に
気
づ
き
（
問
題
意
識
）、
考
え
語
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
当
然
、
評
価
の
観
点
に
し
て
も
、
読
み

手
の
共
感
・
感
動
の
質
と
深
さ
、
課
題
発
見
意
識
の
的
確
さ
、
さ

ら
に
説
得
力
の
あ
る
表
現
力
（
書
く
力
）
が
問
わ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
立
場
は
も
ち
ろ
ん
今
で
も
重
要
な
読
書
の
一
方
法
で

は
あ
る
が
、
ど
の
生
徒
に
も
「
主
人
公
の
み
の
生
き
方
へ
の
共
感

と
感
動
」
を
当
然
の
前
提
と
し
た
読
書
指
導
は
生
徒
個
々
の
豊
か

な
読
み
の
可
能
性
を
限
定
し
、
結
果
的
に
「
読
書
指
導
嫌
い
」
・

国
語
の
「
文
学
の
授
業
嫌
い
」
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

必
ず
し
も
感
動
や
生
き
方
／
主
人
公
の
み
の
生
き
方
と
結
び
付

け
な
く
て
も
、
目
的
や
興
味
・
関
心
・
自
分
の
立
場
か
ら
読
む
こ

と
＝
「
情
報
と
し
て
読
む
」
こ
と
も
大
切
な
読
書
活
動
と
と
ら
え
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
読
書
指
導
・
文
学
作
品
の
授
業
で
は
必
要

で
あ
る
。
以
下
は
、
要
点
だ
け
で
あ
る
が
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
で
の
読

書
指
導
の
評
価
の
観
点
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（1）
意
見
や
考
え
の
「
個
性
」「
主
体
的
な
情
報
理
解
」
の
評
価

小
説
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
特
質
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
一
つ
の
情
報

モ
デ
ル
」
と
し
て
一
人
一
人
の
立
場
・
関
心
か
ら
い
か
に
豊
か
に

読
ん
で
い
る
か
。
着
眼
点
や
考
察
の
個
性
、
具
体
例
（
経
験
）
や

資
料
の
魅
力
な
ど
、「
３
の
（5）
」
で
述
べ
た
①
〜
⑧
の
観
点
は
こ
う

し
た
生
徒
個
々
の
読
み
を
広
げ
る
評
価
の
た
め
の
観
点
で
あ
る
。

（2）
論
理
的
な
文
章
構
成
（
表
現
技
術
）
・
発
信
レ
ベ
ル
の
評
価

意
見
は
、
分
か
り
や
す
く
論
理
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
初
め
て
公

的
な
意
味
を
持
つ
。
こ
れ
は
「
話
す
・
聞
く
能
力
」
の
指
導
と
評

価
と
と
も
に
国
語
科
の
基
本
指
導
の
一
環
で
あ
る
。
分
か
り
や
す

い
か
、
説
得
力
の
あ
る
部
分
は
ど
こ
か
な
ど
（
３
の
（6）
参
照
）。

（
注
）
拙
稿
「
連
載
／
メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
創
る
」『
現
代

教
育
科
学
　
平
成
一
四
年
四
月
号

〜
』（
明
治
図
書
）
参
照
。
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